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武道授業 実践の概要紹介 芦北町（空手道）

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
空
手
道

　

芦あ
し

北き
た

町ま
ち

は
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
で
の
武

道
の
指
導
が
必
修
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
全
国
に
先
駆
け
て
平
成
23
年
度
か
ら

全
中
学
校
で
空
手
道
の
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
理
念
「
温
故
創
新
」（
古
き
を
学
び
知
り
、
生
き
る
力
を
培
い
、
新

し
さ
を
創
る
）を
踏
ま
え
、体
育
担
当
教
員
と
町
職
員（
空
手
道
有
段
者
）が
連
携
し
、

２
人
体
制
で
空
手
道
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

熊
本
県
芦
北
町
に
お
け
る

中
学
校
武
道（
空
手
道
）必
修
化
へ
の
取
組

芦
北
町
教
育
委
員
会

1

芦
北
町
の
概
要

　
芦
北
町
は
、
人
口
約
１
万
９
５
０
０

人
で
熊
本
県
の
南
部
に
位
置
し
、
総
面

積
２
３
３
・
８
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
約
80
％
に
緑
豊
か
な
山
々
が
連
な

り
、
本
町
最
高
の
大
関
山
（
標
高
902

ｍ
）
を
源
と
す
る
清
ら
か
で
豊
富
な
水

が
不し
ら
ぬ
い

知
火
海か

い

に
注
い
で
い
ま
す
。
西
方

に
開
け
た
芦
北
海
岸
は
天
草
の
島
々
を

望
み
、
県
立
自
然
公
園
指
定
の
美
し
い

リ
ア
ス
式
海
岸
を
形
成
し
、
温
暖
な
気

候
は
、
甘
夏
み
か
ん
や
デ
コ
ポ
ン
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
隣
接
市
町
村
は
、
南
に
津つ

奈な

木ぎ

町ま
ち

と

水み
な

俣ま
た

市し

、
東
は
球く

磨ま

川が
わ

を
境
に
球く

磨ま

村む
ら

、北
は
八や

つ

代し
ろ

市し

に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
面
で
は
、
町
を
南
北
に
縦
断
す

る
国
道
３
号
を
主
要
道
路
、
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
を
主
要
交
通
機
関
と
し
、
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
田
浦
イ
ン
タ
ー

2

武
道
必
修
化
で
空
手
道
を
導
入
し
た

理
由

⑴
指
導
者
の
確
保

　
町
内
の
学
校
は
、
ピ
ー
ク
時
に
は
小

中
学
校
合
わ
せ
て
22
校
あ
り
ま
し
た

が
、
少
子
化
の
影
響
で
統
廃
合
を
経 

て
、
現
在
は
小
学
校
が
６
校
（
829
人
）、

中
学
校
が
４
校
（
422
人
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
学
校
に
お
け
る
武
道
関
係
の

部
活
動
等
に
つ
い
て
は
、
柔
道
、
剣
道
、

空
手
道
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
武
道

に
目
を
向
け
る
と
、
小
・
中
学
生
を
中

心
に
柔
道
、
剣
道
、
空
手
道
、
相
撲
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
空
手
道
に
つ

い
て
は
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
大
会
や

九
州
大
会
へ
出
場
し
上
位
入
賞
を
果
た

す
選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
、
優
秀
な
指

導
者
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
指
導
者
自
身
も
国
際
大
会
や

国
体
等
へ
の
出
場
経
験
も
あ
り
、
選
手

と
し
て
の
経
験
、実
績
も
申
し
分
な
く
、

空
手
道
を
必
修
と
し
た
大
き
な
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
指
導
を
行
う
中
で
の
安
全
面
の
確
保

　
空
手
道
の
中
に
は
、
形
と
組
手
が
あ

り
ま
す
が
、
授
業
時
間
が
10
時
間
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
形
を
中
心
に
指
導

を
行
う
こ
と
で
、
他
の
武
道
と
比
較
し

て
事
故
の
発
生
す
る
危
険
性
を
軽
減
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑶
武
道
導
入
に
あ
た
っ
て
の
初
期
投
資

の
軽
減

　
空
手
道
以
外
の
武
道
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
整
備
、
畳
の
購
入
等
に
必
要
な

経
費
、
剣
道
に
つ
い
て
は
、
武
道
具
や

備
品
の
購
入
費
、
そ
の
保
管
場
所
の
整

備
等
、
多
額
の
整
備
費
用
を
必
要
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
が
、空
手
道
の
場
合
は
、

体
育
館
で
実
施
で
き
る
等
、
新
た
な
施

設
整
備
が
不
要
で
、
し
か
も
体
操
着
で

出
来
る
こ
と
か
ら
導
入
に
要
す
る
費
用

を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

3

中
学
校
に
お
け
る
指
導
状
況

が
北
の
玄
関
口
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
芦
北
イ
ン
タ
ー
ま
で
開
通
し
て
い
ま

す
。

　基本動作の指導を受ける生徒

体育教諭による下段受けの指導風景

⑴
空
手
道
指
導
に
向
け
て
の
準
備

　
町
内
の
中
学
校
４
校
の
体
育
担
当
教

員
は
、各
校
１
人
い
ま
す
が
、空
手
道
の

経
験
が
な
い
と
い
う
状
況
の
中
、
財
団

法
人
日
本
武
道
館
等
が
主
催
す
る
空
手

道
指
導
者
研
修
会
に
参
加
し
、
空
手
道
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の
歴
史
、
基
本
的
な
技
能
や
形
を
覚
え

る
な
ど
事
前
研
修
を
行
い
、
中
学
校
で

の
空
手
道
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

⑵
武
道
授
業
の
指
導
体
制

　
空
手
道
の
授
業
を
行
う
体
育
担
当
教

員
は
、
経
験
が
浅
く
、
実
技
の
指
導
等

に
お
い
て
十
分
に
行
え
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
部
の
指
導
者

を
配
置
し
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

の
体
制
を
取
っ
て
指
導
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
外
部
指
導
者
と
し
て
は
、
町

内
の
空
手
道
道
場
で
、
日
頃
か
ら
コ
ー

チ
と
し
て
実
技
指
導
を
し
て
い
る
教
育

委
員
会
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
実
施
に
向
け
て
は
、
各
中
学

校
の
体
育
担
当
教
員
と
外
部
指
導
者
が

空
手
道
の
指
導
に
関
し
て
共
通
認
識
を

図
る
た
め
に
事
前
協
議
を
行
い
、
学
年

別
の
単
元
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
授
業
実
施
時
期
の
日
程
調
整
を
行

っ
て
い
ま
す
。

⑶
授
業
を
受
け
た
生
徒
の
声

○
空
手
道
は
、
人
を
傷
つ
け
る
も
の
で

は
な
く
、
自
分
の
身
を
守
る
も
の
だ

と
聞
い
て
意
外
だ
っ
た
。

○
人
を
殴
っ
た
り
、
蹴
っ
た
り
す
る
の

で
「
怖
そ
う
」、「
痛
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
授
業
を
受
け
て

考
え
方
が
変
わ
っ
た
。

○
礼
儀
作
法
の
座
り
方
や
立
ち
方
を
学

ん
で
、
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
と
思
っ

た
。

○
団
体
の
形
で
、
キ
レ
、
か
た
ち
や
姿

勢
に
気
を
付
け
て
、
み
ん
な
で
息
を

合
わ
せ
て
き
れ
い
に
決
ま
る
と
気

持
ち
が
良
い
。

習
得
や
指
導
法
の
研
修
を
継
続
的
に
行

っ
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
町
で
は
体
育
担
当
教
員
の
配
置
は

各
中
学
校
に
１
名
で
あ
り
、
町
外
の
公

立
中
学
校
で
武
道
に
空
手
道
を
導
入
し

て
い
る
学
校
は
な
い
た
め
、
人
事
異
動

で
転
入
さ
れ
た
担
当
教
員
に
対
し
て
の

研
修
は
必
修
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
外

部
指
導
者
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
の
体
制
に
よ
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
外
部
指
導
者
の
勤
務
状

況
に
よ
り
派
遣
で
き
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
体
育
担

当
教
員
に
は
、
さ
ら
な
る
指
導

力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑵
外
部
指
導
者
の
派
遣
日
程
の

調
整

　
現
在
、
外
部
指
導
者
と
し
て

教
育
委
員
会
職
員
２
名
を
派
遣

し
て
い
ま
す
が
、
各
中
学
校
で

実
施
す
る
授
業
が
同
じ
時
限
に

な
ら
な
い
よ
う
、
実
施
時
期
や

時
間
割
の
調
整
が
必
要
で
す
。

⑶
団
体
形
の
発
表
会
の
実
施

　
芦
北
町
の
中
学
校
武
道
の
空
手
道
指

導
に
お
い
て
、
礼
儀
作
法
に
始
ま
り
、

基
本
動
作
、
基
本
形
を
学
ん
だ
後
に
一

つ
の
評
価
の
在
り
方
と
し
て
、
学
年
毎

に
発
表
会
や
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
な
ど

に
よ
る
団
体
形
の
大
会
の
実
施
を
考
え

て
い
ま
す
。
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
生
徒
の
目
標
に
も
な
り
、
指
導
者

に
と
っ
て
も
指
導
内
容
・
方
法
の
検
証

に
繋つ
な

が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

4

課
題
と
今
後
の
取
組

平成24年度 保健体育科年間指導計画  ２年  芦北町立 ○○中学校

月

領域の内容

時数

学習内容

基礎基本 観点別評価規準･基準（【言関】言語活動に関する事項）

 人権教育の視点

関心･意欲･態度 思考･判断 技能 知識･理解

武道 ⑧

 空手道

「空手の基本技能（立ち方、

 突き、受け、蹴り、基本形）

 を習得する。」

オリエンテーション

  空手の歴史、特性

 立ち方

 閉足、結び、平行、外八

内八立ち

突き技

  その場突き

 受け技

上段受け

下段受け

蹴り技

  前蹴り

 基本形 

  団体形

○礼儀作法を重んじて相手

 を尊重し、自分で自分を

 律する態度をとろうとす

 る。

○自分に適した技を習得

 し、相手の動きや技に対

 した攻防や勝敗を競い合

 う武道の楽しさや喜びを

 味わおうとする。

○基本動作と対人的な技能

 との関連を図っている。

○仲間と協力し、考え、教え 

  あいながら、課題の解決に 

  向けた方法を見つけている。

○基本動作と自分の能力に

 適した対人的技能で練習

 することができる。

○自分の能力に適した対人

 的な技能のうちから得意

 技をすることができる。

○得意技で相手の動きに対

 応した練習や試合をする

 ことができる。

○空手道の特性や学習の進

 め方、基本動作や対人的

 な技術の構造、自分や相

 手の課題にあった練習や

 試合の仕方、練習計画の

 立て方を知っている。

 ① ④

 ⑤ ⑦

Ａ自分に適した練習

  法を工夫すること

  できる。

Ｂいくつかの方法で

  習することができ

  る。

Ａ空手道の特性や学び

 方、技術の構造、合理

 的な練習の仕方を十分

 理解している。

Ｂ空手道の特性や学び

 方、技術の構造、合理

 的な練習の仕方を理解

 している。

Ａ自他の健康や安全に

 気を配り、積極的に

 練習することができ

 る。

Ｂ自他の健康や安全に

 気を配り、練習する

 ことができる。

Ａ今もっている技能を

 十分に発揮して試合

 や練習ができる。

Ｂ今もっている技能を

発揮して試合や練習 

ができる。

【言関】「仲間と交流する」

 ことを踏まえて、課題に

 応じた活動を選ぶこと。

【言関】仲間と学習する場

 面で学習した安全上の留

 意点を当てはめる。

【言関】仲間と協力する場

 面で、分担した役割に応

 じた活動の仕方を見つけ

 ること。

 人権教育の視点：①人権尊重 ②豊かな感性 ③科学的･合理的な見方 ④学力の向上 ⑤仲間づくり ⑥自立･実践力 ⑦健康な体づくり ⑧勤労 ⑨国際理解

評価規準AB 【言関】については､10.5ポイント

その他は 12ポイント

団体形の発表の様子 約束組手指導の様子

⑴
指
導
者
の
育
成
体
制
の
構
築

　
熊
本
県
内
で
空
手
道
の
指
導
者
研
修

会
等
の
開
催
が
な
い
こ
と
か
ら
、
体
育

（
空
手
道
）
担
当
教
員
に
対
し
て
技
能

ミットトレーニング（突き技の練習）


